






♦ ♦ ♦ 思い出の寄贈品でつくる歴史文化館 ♦ ♦ ♦
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♦ ♦ ♦ 「博物館実習」（学内実務実習）を行いました ♦ ♦ ♦
9月27日（火）大学で学芸員資格取得を目的とした博物館実習（学内実務
実習）を行いました。今回は新型コロナウイルス対策のため、マンツーマ
ンでの指導は行わず、できるだけ口頭での説明をわかりやすいように工夫
して行いました。
前半は、主に自校史教育を担う学校博物館の意義について学んでいただ
きました。後半は、「歴史文化館」の仕事体験として、キャプション製作
実習と翻刻実習を行いました。
キャプション製作実習では、展示品に添えるキャプション（説明板）に
ついて、予め準備しておいた紙原稿に合わせて、ハレパネ（片面はシール
を剥がすと接着面が現れ、そこに原稿を貼り付けるもの）を切り出し、紙
原稿を貼り付ける作業を行いました。ハレパネの切り出しは力が必要なた
め、うまく切り出せず四苦八苦する学生さんの姿もありました。
翻刻実習では、歴史文化館が所蔵する前畑秀子の自筆日記（金メダル受
賞当日分）を読み解いて、原本どおりに活字を組む前段階として、鉛筆で
原稿を作成する作業を行いました。旧漢字や旧仮名遣いなどが多く、学生
は目を丸くして、必死で意味を捉えようとしていました。
新型コロナウイルス対策のため、遠隔授業ばかりであった学生さんは、
久しぶりの対面授業ということもあり、椙山女学園の歴史について真剣に
学ぶ姿が印象深い実習でした。
